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別紙様式４ 

 

教科等研究会（小学校国語部会） 

 

令和２年度 研究活動のまとめ 

１ 研究テーマ 

 

 

 

「分かる・できる」「楽しい」国語科の授業づくり 

～付けたい力と手立てを明らかにして～ 

 

２ 研究経過 

 

第１回 

 

第２回 

 

第３回 

 

第４回 

期日 

7／6 

 

人数 

34名 

 

場所 

益城 

中央小 

期日 

11/9 

 

人数 

29名 

 

場所 

益城 

中央小 

期日 

１/22 

中止 

人数 

 

 

場所 

益城 

中央小 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究の概要 

 (1) 研究の内容 

 ① 今年度の方針 

   今年度は、新型コロナウイルス感染予防のため、小学校国語部会では、研究授業を行わず、講師を

お招きしての研修会を通して、部会の先生方に国語科の授業づくりについての見識を深めていただく

という方針を立てた。そのため、例年実施している研究授業を通して研究テーマに迫るという研究の

方法をとることができないため、本年度の研究テーマについては、変更せず昨年度の研究テーマの通

りとした。 

 ➁ 研修会のねらい 

   講師招聘の研修会のねらいを、以下のように立てた。 

 

  〇 新学習指導要領実施における「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の在り方に

ついて学ぶ。 

  〇 国語科の授業づくりで大事にしたい不易の内容について学ぶ。 

  〇 明日の授業に即役に立つ内容（実践可能な具体的な内容）を学ぶ。 

   

   新学習指導要領実施における授業改善の在り方等の最新の知見を学ぶことのみならず、国語科の授

業において、時代を超えて大事にしたい（大事にされてきた）不易の内容についても学ぶことができ

る骨太の研修会にすることをねらった。ただ、国語部会の先生方すべてが、必ずしも国語が専門とい

うわけではない。したがって、講師の先生方には、理論的な部分のみならず明日の授業にも即役に立

つ具体的な実践例も紹介していただくようにお願いをした。 

 (2) 成果と課題 

 ① 成果 

   研修会後のアンケートに、次のような内容等が多く綴られていた。 

〇「主体的・対話的で深い学び」をいかに授業のなかで実践していくか校内研の中でも常に課題にな

っていたが、具体的な手立てレベルで話を聞くことができて大変有意義な研修だった。 

〇「主体的・対話的で深い学び」のために、タイムリーで有効な内容であった。授業レベルで何をどう

指導していけばいいのかが具体的にわかった。 

先生方のアンケート内容を総括すると研修のねらいはある程度達成することができたと考える。 

 ➁ 課題 

   今年度は教科等研究会の生命線である「研究授業の積み重ねを通して、研究テーマに迫る」という

本来の方法ではなく講師招聘の研修会という形で実施した。しかし、研究授業を通して、また児童の

姿を通して学び合うという教科等本来の実践研究の方法が最適であることを再認識した。 
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４ 実践事例 

⑴ 第１回教科等研究会の概要 

 

  研修「『読むこと』領域 授業づくりの極意」（文学的文章教材編） 

  講師：濱本 竜一郎 上益城教育事務所 指導課長 

 

〇研修の流れ 

①「読むこと」領域における授業改訂の要旨（学習指導要領改訂の趣旨より）坂﨑理事長 

➁ 講話（模擬授業形式で） 濱本指導課長 

 

〇研修内容の概要 

 まず、①では、坂﨑理事長が参加者の意欲換気と自身の振り返りをねらって問い（「文学的文章教材」の

授業づくりで大事にしていることを３つ書く）を出し、先生方一人一人に問いに対する自分の考えを持っ

ていただいた。そして、一人一人の考えをグループで共有し合い、ホワイトボードにまとめてグループご

とに発表しそれを全体で共有化するという流れをとった。その後理事長よりプレゼン資料（下記参照）を

基に「読むこと」領域における授業改善の要旨を説明した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業改善の要旨（学習指導要領改訂の趣旨より）】 

 次に、➁では、①のグループ発表で出された考えについて濱本指導課長がコメントされ、引き続き「読

むこと」」領域における具体的事例（「対決！ディズニーＶＳグリム」を紹介していただいた。 
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⑵ 第２回教科等研究会の研修概要 

 

研修「新学習指導要領における対話・話し合い指導の重視」 

講師：北川 雅浩 熊本大学大学院教育学研究科 准教授 

 

〇研修の流れ 

① 新学習指導要領が目指す学びと対話・話し合いについて（講義形式） 

➁ 対話・話し合いを高める手立て（ワークショップ形式） 

 

〇研修内容の概要 

 まず「これからの学びと対話・話し合いについて」のお話があった。学習指導要領改訂の背景やこれか

らの社会で求められる資質・能力を踏まえて、目指す授業の姿について詳しく丁寧な説明があった。                                 

（以下のプレゼン資料等を基に） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講話の様子】       【プレゼン資料（めざす授業の姿）と（授業実践の留意点）】               

 次に、学びに生かされる「対話・話し合いを高める手立て」について、ワークショップ形式で実際に体験

しながら、参加の先生方にそのポイントを実感していただいた。まず、対話・話し合いが充実するための

要件や学びに生かされる対話・話し合いの３つのステップを示していただき、その後具体的な実践事例を

体験していった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「話をつなぐ」ステップ】 

【対話・話し合いの要件と３つのステップ】 



- 4 - 

 

〇「レベル１ 話をつなぐ」の実践例（アクティビティ「フラーパス」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「フラワーパス」を実際に体験している様子】 

 

〇「レベル２『似ている考え、別の考えを』を伝え合う・レベル３ 整理しながら深めていく」 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【レベル２のポイント】  【活動の振り返りを行っている様子】   【レベル３のポイント】 

 

〇まとめ（学びに生かされる対話・話し合いを高めるために大事にしたいこと） 

 

 
 

  


